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質感を見る脳のしくみに迫る
～画像から質感を取り出す視覚のメカニズム～

20

どんな研究？ どこが凄い？ どんな風に役立つ？

人間はモノの表面の光沢感や透明
感を簡単に見わけることができま
す。私たちは、この質感知覚の能
力が脳のどのような情報処理に支
えられているかを理解し、その仕
組みを画像の伝送や合成の技術に

従来の研究では、質感を見るには
物体の三次元の形や照明の方向を
画像から推定しなければならない
と考えられてきました。しかし私
たちは、脳は二次元の画像のなか
ある単純な特徴を手がか と

「画像特徴に基づく質感の知覚」
という新しい発想に基づき、安価
かつ高速な画像処理で質感を評価
したり探索できるようになります。
また決め手となる特徴を操作する

組みを画像の伝送や合成の技術に
つなげるための研究を進めていま
す。

にある単純な特徴を手がかりとし
て、極めて効率的に質感を推定し
ていることを明らかにしました。

だけで質感を自在にコントロール
することも可能になります。

曇った日の照明 晴れた日の照明 つるつる

ぴかぴか

画
素
数

輝度

照明が異なると表面の画像の

ヒストグラムも異なる

(左右の物体は実は同じもの)

ヒストグラムの歪みを検出

して光沢を知覚しているため

照明の変化を補償できない

透きとおっ

てる

画像のヒストグラムの歪みを

変えるだけで光沢感を操作

透明な表面の陰影パタンはぼけ
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透明な表面の陰影パタンはぼけ

たりコントラストが低下・反転

する(ハイライトはそのまま)

陰影とハイライトのミスマッ

チを手がかりに透明感を知覚

陰影パタンのコントラストを

変えるだけで表面が透明に
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